
協
賛
団
体
の
Ｎ
Ｇ
Ｐ
日
本

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
協

同
組
合
（
東
京
・
港
区
、
ベ

ル
マ
ー
ク
番
号
76
）
が
10
月

26
日
、
「
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
の
子
ど
も
た
ち
の
支

援
に
」
と
20
万
円
を
ベ
ル
マ

ー
ク
財
団
に
寄
付
し
ま
し

た
。
４
年
連
続
の
寄
付
で

す
。阪

神
・
淡
路
大
震
災
か
ら

20
年
を
記
念
し
て
神
戸
市
中

央
区
で
開
か
れ
た
定
期
総
会

で
、
長
谷
川
利
彦
理
事
長

（
当
時
）
が
財
団
の
田
中
昭

宏
大
阪
事
務
所
長
に
目
録
を

手
渡
し
ま
し
た
。

田
中
所
長
は
「
被
災
校
を

は
じ
め
、
全
国
の
多
く
の
学

校
が
ベ
ル
マ
ー
ク
運
動
を
必

要
と
し
て
い
ま
す
。
今
後
の

末
永
い
ご
支
援
を
お
願
い
し

ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
し
、
長

谷
川
理
事
長
へ
感
謝
状
を
贈

り
ま
し
た
。

Ｎ
Ｇ
Ｐ
は
、
廃
車
に
な
っ

た
自
動
車
か
ら
使
え
る
部
品

な
ど
を
取
り
出
し
て
整
備
、

再
活
用
す
る
業
界
の
団
体
で

す
。９

月
の
関
東
・
東
北
豪
雨

の
際
、
鬼
怒
川
の
堤
防
が
決

壊
し
た
茨
城
県
常
総
市
に
い

ち
早
く
入
り
、
水
没
車
両
の

引
き
揚
げ
・
修
復
、
新
た
な

車
の
調
達
な
ど
の
支
援
活
動

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

た
。
２
０
１
４
年
に
は
、
創

立
50
周
年
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
し
ま
し
た
。
鈴
木
さ

ん
は
「
初
め
て
実
施
し
た
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
に
た
く
さ
ん
の

学
校
か
ら
応
募
い
た
だ
き
、

大
変
感
激
し
ま
し
た
」
と
話

し
て
く
れ
ま
し
た
。

脱
退
は
「
諸
般
の
事
情
の

た
め
」
と
し
て
い
ま
す
。

島
常
務
理
事
が
ベ
ル
マ
ー
ク

担
当
の
鈴
木
恵
さ
ん
（
営
業

本
部
営
業
四
部
二
課
）
に
感

謝
状
を
渡
し
ま
し
た
。

同
社
は
紙
カ
ッ
プ
・
紙
製

品
を
主
と
し
た
食
品
容
器
を

幅
広
く
製
造
販
売
し
て
い
ま

す
。
１
９
７
８
年
に
協
賛
会

社
と
な
り
、
長
年
ベ
ル
マ
ー

ク
運
動
に
貢
献
し
て
き
ま
し

年
に
協
賛
会
社
と
な
り
、
ノ

ー
ト
類
に
ベ
ル
マ
ー
ク
を
つ

け
て
き
ま
し
た
。
お
な
じ
み

の
「
フ
エ
ル
ア
ル
バ
ム
」

や
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
務
用
品

だ
け
で
な
く
、
印
刷
、
完
全

人
工
光
型
の
野
菜
栽
培
な
ど

幅
広
く
手
が
け
て
い
ま
す
。

日
本
デ
キ
シ
ー
に
は
10
月

22
日
、
同
社
で
、
財
団
の
中

橋
の
ナ
カ
バ
ヤ
シ
社
事
務
所

を
財
団
の
中
島
泰
常
務
理
事

ら
が
訪
れ
、
多
田
典
生
企
画

部
副
部
長
に
渡
し
ま
し
た
。

多
田
副
部
長
は
「
ベ
ル
マ
ー

ク
運
動
は
意
義
の
あ
る
も
の

な
の
で
、
今
の
仕
組
み
を
生

か
し
な
が
ら
、
末
永
く
続
け

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話
し

ま
し
た
。

ナ
カ
バ
ヤ
シ
は
２
０
１
１

２
０
１
５
年
３
月
に
ベ
ル

マ
ー
ク
運
動
の
協
賛
会
社
を

脱
退
し
た
ナ
カ
バ
ヤ
シ
株
式

会
社
（
辻
村
肇
社
長
、
本
社

・
東
京
）
と
、
株
式
会
社
日

本
デ
キ
シ
ー
（
山
本
喜
美
夫

社
長
、
本
社
・
東
京
）
に
、

ベ
ル
マ
ー
ク
財
団
は
こ
れ
ま

で
の
貢
献
に
対
す
る
感
謝
状

を
贈
り
ま
し
た
。

10
月
20
日
、
東
京
・
浅
草

４
年
連
続
で
寄
付

Ｎ
Ｇ
Ｐ
が

万
円

｢

被
災
地
復
興
支
援
に｣

10月、数字は累計点数

東灘小 神戸市東灘区 7,012,291

大徳小 金沢市 6,001,387

滑川小 茨城県日立市 5,006,132

大森小 千葉市中央区 5,029,544

横川東小 宇都宮市 4,061,169

尾間木小 さいたま市緑区4,019,224

大津茂小 兵庫県姫路市 4,006,803

思誠小 岡山県新見市 4,089,001

亀山小 広島市安佐北区4,018,649

松林小 神奈川県茅ケ崎市3,003,828

下野谷小 横浜市鶴見区 3,002,521

山崎小 神奈川県鎌倉市3,004,313

千代ケ丘小 川崎市麻生区 3,019,845

赤坂台小 堺市南区 3,002,394

清原東小 宇都宮市 2,019,153

高井戸東小 東京都杉並区 2,019,776

南条小 富山県高岡市 2,006,960

伊那北小 長野県伊那市 2,010,258

サンタ・マリア幼稚園

愛知県一宮市 2,012,430

作野小 愛知県安城市 2,005,684

泉丘小 大阪府豊中市 2,011,763

長束小 広島市安佐南区2,019,574

平第五小 福島県いわき市1,026,024

姿川中 宇都宮市 1,004,534

東原小 埼玉県ふじみ野市1,000,396

福栄小 千葉県市川市 1,004,184

室田小 神奈川県茅ケ崎市1,014,793

中郡小 浜松市東区 1,085,387

東幼稚園 大阪府大阪狭山市1,024,290

揖西西小 兵庫県たつの市1,005,385

さつき保育園 和歌山市 1,014,501

津ノ井小 鳥取市 1,058,037

熊野第三小 広島県熊野町 1,010,441

駅家小 広島県福山市 1,006,218

那珂小 福岡市博多区 1,032,658

白水小 福岡県春日市 1,013,287

岡山小 福岡県八女市 1,011,728

11月

千葉大学教育学部附属小

千葉市稲毛区 9,012,572

梁瀬小 兵庫県朝来市 7,042,690

富士根南小 静岡県富士宮市6,009,906

平野小 福島県福島市 5,030,864

谷塚小 埼玉県草加市 4,017,277

六郷小 東京都大田区 4,003,096

南陽小 東京都江東区 4,093,768

東台小 横浜市鶴見区 4,044,493

長倉小 福島県いわき市3,008,690

鶴ケ島第二小

埼玉県鶴ケ島市3,005,664

飛田給小 東京都調布市 3,018,419

林間小 神奈川県大和市3,059,146

西が丘小 津市 3,031,866

ほうりん東野幼稚園

広島市安佐南区3,036,296

黒木小 福岡県八女市 3,030,945

宮川小 埼玉県春日部市2,038,788

茂原小 千葉県茂原市 2,006,935

池子小 神奈川県逗子市2,032,957

大庄小 富山市 2,007,829

広丘小 長野県塩尻市 2,004,607

平井中 堺市中区 2,003,325

板宿小 神戸市須磨区 2,015,144

仲町小 東京都練馬区 1,000,735

緑台小 相模原市南区 1,000,979

坂城小 長野県坂城町 1,013,458

みちる幼稚園

名古屋市昭和区1,011,170

大高南小 名古屋市緑区 1,004,203

第二藤田小 岡山市南区 1,006,665

早稲田小 広島市東区 1,019,107

戸町中学校 長崎市 1,010,340

12月

中野学園オイスカ高

浜松市西区 11,056,900

十一屋小 金沢市 7,010,497

宮原小 さいたま市北区6,016,270

和田小 浜松市東区 6,008,239

川越小 埼玉県川越市 5,012,554

舞子小 神戸市垂水区 5,031,652

藤江小 兵庫県明石市 5,014,501

戸町小 長崎市 5,010,724

江西小 岡山市東区 4,006,188

奥小 愛知県一宮市 3,091,481

三篠小 広島市西区 3,044,012

東小 山口県岩国市 3,012,972

中央小 青森県五所川原市2,005,464

岡田小 茨城県牛久市 2,025,460

下落合小 さいたま市中央区2,015,435

高階西小 埼玉県川越市 2,011,180

堀兼小 埼玉県狭山市 2,004,908

大瀬小 埼玉県八潮市 2,028,725

喜多見小 東京都世田谷区2,005,794

折本小 横浜市都筑区 2,012,276

万騎が原小 横浜市旭区 2,008,319

東戸塚小 横浜市戸塚区 2,058,993

愛泉幼稚園 新潟市中央区 2,017,211

桔梗小 長野県塩尻市 2,027,344

豊田小 静岡県焼津市 2,044,955

五常小 大阪府枚方市 2,003,739

鹿ノ台小 奈良県生駒市 2,020,631

志賀学園並木幼稚園

福島県郡山市 1,000,748

城ノ上小 埼玉県越谷市 1,007,034

埼玉県立三郷特別支援学校

埼玉県三郷市 1,005,029

麻生学園深沢幼稚園

東京都世田谷区1,005,056

岩手小 岐阜県垂井町 1,005,917

葵小 京都市左京区 1,003,803

井吹西小 神戸市西区 1,001,015

ゆりのき台小 兵庫県三田市1,026,651

にしき幼稚園 鳥取県米子市1,001,033

高須小 広島県尾道市 1,013,033

長府中 山口県下関市 1,004,139

大在西小 大分市 1,008,699

福平小 鹿児島市 1,026,546

脱
退
２
社
に
感
謝
状

ナ
カ
バ
ヤ
シ･

日
本
デ
キ
シ
ー

６月
１日（水）横浜② 日立 豊橋 大阪②
２日（木）東陽町 水戸 浜松 神戸②
３日（金） 土浦 静岡 福山
７日（火）大宮② 盛岡 久留米
８日（水）柏 仙台 福岡②
９日（木）立川 福島 那覇
10日（金）成田 山形 沖縄
13日（月）川越
14日（火）池袋 新潟 富山 徳島
15日（水）藤沢 前橋 金沢 高松
16日（木）あざみ野 高崎 福井 松山
17日（金）新橋 宇都宮 名古屋② 高知
21日（火） 小田原 松江 熊本
22日（水） 沼津 米子 鹿児島
23日（木） 岡山 宮崎
24日（金） 延岡
▶丸数字は開催回数、１面に「今年も会場」

５月
９日（月）新宿
10日（火）船橋 秋田 神戸① 福岡①
11日（水）大宮① 弘前 大阪① 佐賀
12日（木）横浜① 青森 姫路 長崎
13日（金） 八戸 広島 佐世保
17日（火）横須賀 熊谷 津
18日（水）越谷 長野 四日市
19日（木）町田 松本 名古屋①
20日（金）川崎 甲府 岐阜
24日（火）千葉 函館 大津 大分
25日（水）北千住 札幌 奈良 北九州
26日（木）八王子 堺 下関
27日（金）海老名 和歌山 山口
31日（火）浦和 いわき 岡崎 京都

に応えました。
協力してくれるのが、首都圏でコンビニ

「スリーエフ」を多数展開する株式会社ス
リーエフ（本社・横浜市）です。

神奈川県はベルマーク運動が活発な地域
で、キリンビバレッジの集票点数も県別全
国１位を記録しています。キリンビバレッ
ジでは、もっとベルマーク運動を広めて地
域に貢献し、住民のみなさんと「スリーエ
フ」店舗の結びつきも深めてほしいという
思いも込め、企画をスタートさせました。

11月中旬から、手始めにスリーエフ16店
舗にキリンビバレ
ッジのアクリル製
回収箱（幅210ミ
リ 、 高 さ 297 ミ
リ、奥行き148ミ
リ）を置いてもら
っています。

茅ケ崎市の茅ケ
崎矢畑店を訪ねま
した。近くの市立
梅田小学校（児童
842人）の竹内清
校長、ＰＴＡ会長
の中村佳世さん、

副会長の奥山夕乃（せきの）さん、書記の
米山聡美さんも駆けつけてくれました。同
店レジの正面にはＡ２判とＡ４判のポスタ
ー２枚も貼られています。

茅ケ崎矢畑店では集まったベルマークを
梅田小に寄贈する予定です。

協賛会社のキリンビバレッジ（ベルマー
ク番号54）がベルマーク運動の応援企画に
乗り出しました。神奈川県内の一部のコン
ビニエンスストア内に独自に製作したベル
マーク回収箱を置いてもらい、集まったマ
ークは２月中旬ごろをめどに店舗近くの小
学校に寄贈します。ベルマークを集めてい
ても回収場所がわからない、回収場所がわ
かればもっと積極的に集めたい。そんな声

千人になりました。ＮＧＰ、ＢＲＩＴＡ
Ｊａｐａｎ、キヤノンマーケティングジャ
パンなど、ベルマーク協賛会社・団体から
も９社が出展しました。

自動車部品の再利用を積極的に進めてい
るベルマーク協賛団体のＮＧＰ日本自動車
リサイクル事業協同組合（ベルマーク番号
76）のブースでは、ベルマークコーナーを
設け、運動の推進を呼びかけていました。
「ベルマークを集めよう」とポスターを貼
ったり、ベルマーク新聞を置いたりして、
訪れた子どもたちにＰＲしました。

一角には、実際に車から取り出されたバ
ンパー、ボンネット、ドア、ヘッドライ
ト、ラジエーターなどがきれいに展示さ
れ、子どもたちもびっくりしていました。

家庭用のポット型浄水器のＢＲＩＴＡ
Ｊａｐａｎ（ブリタ、ベルマーク番号66）
は、昨年に引き続いての出展です。パネル
でベルマーク運動へ参加を呼びかけまし
た。

2016年に発売予定のベルマーク付き新商
品も展示され、注目を集めていました。ブ
ースでは、製品の製造面でもエコに配慮し
ていること、富士山での植樹、逗子海岸清
掃活動などの様子が展示され、身近な社会
貢献活動に取り組んでいることを訴えてい
ました。ミネラルウオーターとの飲み比べ
のコーナーも子どもたちに人気でした。

12月10日から３日間、東京・有明の東京
ビッグサイトで「エコプロダクツ2015」が
開催されました。1999年に始まって17回目
で、テーマは「わたしが選ぶクールな未
来」。人と自然と地球にやさしい 新の環
境技術や製品・サービスのアイデアについ
て、企業や大学、自治体などから約590団
体が出展し、会期中の来場者数は約16万９

のショートケーキ味」を2015年12月14日か
ら全国コンビニエンスストアにて先行発
売、12月21日から全国スーパーマーケット
などで発売しています。
▶製品名 ポテトチップス 苺のショート
ケーキ味
▶内容量 60g
▶価 格 オープン価格
▶点 数 1.0点

協賛会社の湖池屋（ベルマーク番号77）
が、年末年始に注目の高まる“ケーキ”に
対応する商品として「ポテトチップス 苺

新商品「こだわり揚げポテト とり唐
味」を12月28日から全国コンビニエンスス
トアで発売しています。カラッと香ばしく
揚げられた、とり唐揚げの味わいをポテト
チップスで表現しています。
▶製品名 こだわり揚げポテト とり唐味
▶内容量 65g
▶価 格 オープン価格
▶点 数 2.0点

2014年末に冬の定番として登場、“スナ
ック菓子”×“果実”という斬新さから話
題をさらった「ポテトチップス みかん
味」を復活します。12月21日から全国で発
売しています。
▶製品名 ポテトチップス みかん味
▶内容量 60g
▶価 格 オープン価格
▶点 数 1.0点

1962年発売以降、50年以上の歴史を重ね
るロングセラーブランドである「ポテトチ
ップス のり塩」ですが、ワンランク上の
『のり塩』をお届けすべく「ポテトチップ
ス のりの逸品」を開発しました。

香り高く味わい深い徳島県産「すじ青の
り」と、柔らかで口どけの良い愛媛県産
「うすば青のり」をたっぷりと使用するこ
とで、のりの風味が存分に味わえます。

12月21日から全国のコンビニエンススト
アで発売しています。
▶製品名 ポテトチップス のりの逸品
▶内容量 65g
▶価 格 オープン価格
▶点 数 1.5点

協賛会社の森永乳業(ベルマーク番号14)
が、2014年からベルマークを付けたフィラ
デルフィアクリームチーズをもっと楽しく
美味しく食べてもらおうとプレゼントキャ
ンペーンを実施中です。対象商品のバーコ
ードを集めて応募すると、ブランドテーブ
ルウェアやフィラデルフィア商品詰め合わ
せセットを合計500人にプレゼント。是非
ご応募ください。

キャンペーンの詳細は、森永乳業ホーム
ページをご覧ください。
http://www.happy-philly.jp/campaign/fu
nwithphilly/index.html

協賛会社の東芝（ベルマーク番号43）
が、ベルマーク付きの乾電池「ＩＭＰＵＬ
ＳＥ」の更なる普及に向け、クイズに答え
て抽選でペア宿泊券が当たるキャンペーン
を実施中です。

宮城県の秋保温泉や栃木県の鬼怒川温泉
など、全国の名湯で１泊２食付の癒しの旅
を楽しめます。2016年１月31日（日）消印
有効。ぜひご応募ください。

乾電池にベルマークを付けている協賛会
社は東芝だけです。「ＩＭＰＵＬＳＥ」
は、長持ちタイプのアルカリ乾電池や、く
り返し使える充電池など用途に合わせてさ
まざまなタイプが選べます。キャンペーン
の詳細はhttp://t-impulse-cmp.com/

日に延期されていました。
集会には児童全員と、マーク収集・仕分

けに協力している「境町ボランティアセン
ター整理部」（植竹里子代表）、「ほーむ
けあ いしやま」（石山道代社長）の人た
ちも参加しました。

茨城県猿島郡境町の町立境小学校（竹田
恒夫校長、児童502人）で11月24日に開か
れたベルマーク集会が突然、ワーッという
歓声とともに熱気に包まれました。テレビ
ＣＭで「コイケ先生」役で有名な阿部サダ
ヲさんがサプライズで登場したのです。

境小学校は協賛会社の湖池屋（ベルマー
ク番号77）が実施した「ベルマークを集め
てポテトチップスをもらおう」キャンペー

ンで入賞し
たため、こ
の日の集会
で、児童全
員に同社の
ポテトチッ
プスがプレ
ゼントされ
ました。

阿部さん
は「直接子どもたちに届けたい」と、わざ
わざ学校を訪ねてくれました。「みんな元
気で、いい顔していますね」。阿部さんは
笑顔で児童代表にポテトチップスを手渡し
ました。

境町では台風18号などによる大雨で大き
な被害が発生したため、集会の開催がこの

協賛会社のクツワ（ベルマーク番号55）
が昨夏、「100年後も愛される文具」と銘
打って斬新な文具のアイデアを募集してい
たキャンペーンで、東京学芸大学附属世田
谷小学校（松浦執校長、634人）６年１組
の女子３人の作品が入賞アイデアに選ばれ
ました。同小はベルマーク参加校です。

キャンペーンでは文具や事務用品、とく
に子どもが使う学童文具を対象に、クツワ
の商品をベースに工夫を凝らしたアイデア
を求めていました。10月に大賞や優秀賞、
入賞アイデアが発表されました。

大坪咲希（さき）さんは「夢のペン」を
応募しました。色の三原色（シアン・マゼ
ンタ・イエロー）のインクがペンの中に入
っていて、インクを調整して、いろんな色
がだせるようにするというものです。

橘川美緒（きつかわ・みお）さんは「す
べり止め付き下じき」を考えました。ノー
トにはさんでいる時に下じきが動かないよ
うに、四隅にすべり止めを付けました。

矢島弘奈（ひろな）さんの作品は「まっ
すぐカットくん」です。大事な書類を切る
時に失敗しないように、という狙いです。
小さな車のおもちゃの下に刃を付け、車を
「ぽこっと」押すと刃が出て、切りたい部
分の上をそっと走らせながら切っていく仕
組みです。 首都圏を中心にフィットネスクラブなど

を運営している株式会社ティップネス（本
社・東京）が12月17日、社内で集めたベル
マークを「東日本大震災の被災校支援に役
立ててほしい」と、ベルマーク財団に寄贈
しました。社内で仮集計したところ、２万
点ほどになったそうです。

健康で快適な生活の創造をめざすティッ
プネスは社会貢献活動にも取り組み、東日
本大震災のあとは社内でのベルマーク収集
を通じて、被災地の子どもたちを支援して
います。

協賛会社のキユーピーが東京都渋谷区で
進めていた、本社ビル建て替え工事がこの
ほど完了、１月18日から引っ越しを始めま
す。

同社は、2013年に渋谷区から東京都調布
市の「仙川キユーポート」に本社機能を移
転、建て替えを進めてきました。新本社は
地上13階、地下２階の現代的なデザイン。
グループ企業を含む約800人が１月末まで
に入居する予定です。

ベルマーク財団の活動が、公益法人の認
定や監督などをしている内閣府公益認定等
委員会が発行する「委員会だより」で紹介
されました。委員会ホームページ（https:
//www.koeki-info.go.jp/commission/inde
x.html）の「新着情報」または「公益認定
等委員会だより」から見ることができま
す。

新の「平成27年12月４日発行第49号」
です。表紙写真と本文４ページ目に掲載さ
れました。学校から送っていただいた写真
や、財団職員がお訪ねしたときに撮影した
子どもたちの元気な様子が載っています。
本文では財団の現況がＡ４判１枚で紹介し
てありますから、学校でのベルマーク運動
の説明にも便利そうです。

協賛会社のアサヒ飲料（ベルマーク番号
29）とセメダイン（同84）が東京・赤坂の
赤坂サカスで11月７、８日に開かれたＴＢ
Ｓラジオ恒例の「大感謝祭ラジフェス」に
出展しました。

アサヒ飲料のブースでは、グループ会社
のカルピスがうまさを増して売り出した
「ほっとレモン」をふるまいました。

セメダインが訪れた人たちにアピールし
たのは「ｎｕ～ｎｏ！（ぬ～の！）」で
す。針と糸を使わずに布をしっかりくっつ
けることができる接着剤で、「ｎｕ」は布
の「ぬ」と、縫うの「ぬ」をかけているそ
うです。ブースでは、タブレットを使った
抽選を行い、当てた人にはこの製品をあげ
ていました。

セメダインは各地のホームセンターなど
でラジオ局と連携して工作や日曜大工、プ
ラモデルの教室を開いており、ＴＢＳ系ラ
ジオ局の紹介で今回の「ラジフェス」に初
出展しました。

協賛会社のあいおいニッセイ同和損害保
険の東京東支店が10月22日、企業交流会を
開催し、その中でベルマーク運動について
ＰＲも行いました。

同社が地域の企業を対象に、「役立つ
（情報提供）」・「知り合う（企業交流)｣
・「助け合う（地域貢献）」を活動の三本
の柱として組織している東京東ＡＤ倶楽部
の会員企業が多数参加しました。

交流懇談会の会場ではベルマークコーナ
ーも設けられました。

協賛会社のあいおいニッセイ同和損害保
険（ベルマーク番号92）の群馬支店が10月
23日、「東日本大震災の被災校への支援に
役立ててほしい」として、収集したベルマ
ークをベルマーク財団に寄贈しました。

池田淳・群馬支店長と専業保険代理店の
集まりである「ＡＤ群馬プロ会」の中沢欣
司会長がベルマーク財団を訪れ、マークが
いっぱい入った、ゆるキャラ「ぐんまちゃ
ん」付きの特製収集箱を財団の中島泰常務
理事に手渡しました。

同社群馬支店では、社員、代理店などと
ベルマーク運動に賛同した120の「ベルマ
ークサポーター企業・団体」が継続的にマ
ーク収集活動に参加しています。

協賛会社のサンスタ
ー文具（ベルマーク番
号12）が、文房具アイ
デアコンテストを実施
しています。毎年3000
～7000もの応募があ
り、韓国での同時募集
も行っています。第21
回となる今回のテーマ
は「ととのえる」。文

房具には、身の回りの環境を便利にするだ
けでなく、頭の中や人間関係などさまざま
なことを「ととのえる」役割があります。
「こんな文房具があったらいいな」という
自由な発想を募集しています。締め切りは
2016年１月31日（日）必着で、一般の方と
業界関係者向けの一般部門、中学生以下対
象のジュニア部門があります。受賞者の表
彰式は５月29日（日）を予定しています。
コンテストの詳細は、サンスター文具のホ
ームページをご覧ください。

http://www.sun-star-st.jp/news/61/21
th.html
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